























































































リ セ ット したエッ キー を繰り返し左右に傾 けてみる。
初めの う ち は、液体のよ うに揺れていた砂の表面 は
やがてカチンと固まる。 イ ラス ト：宮本浩江









リ セ ット したエッ キー のふたを開けガラス棒 を砂の表面
に立て る。その状態でボトルをた くとガラス棒の先端
は液状化 した砂の中に沈み込む。 イ ラス ト：宮本浩江
合は液状化によって物体は沈み込むこ
とになります。リセットしたエッキー
のふたを開け、例えばガラス製の棒を
砂の表面付近に立ててみましょう。こ
こでエッキーを軽くたたいてみるとガ
ラス棒は砂の中にめり込んでいきます。
これは、ガラス棒を支えていた砂粒の
摩擦力が液状化によって消失し、力の
釣り合いが取れなくなったためです。
液状化で電柱が地面に沈み込む現象は
これに対応しています。ガラス棒が沈
まなくなったら、ふたをして水と砂を
混ぜ合わせればリセットできるので何
回でも実験ができます。
正直なところ、実験のたびにエッキー
のふたを開け閉めするのは科学手品と
してはスマ ー トではありませんし、
500叫のペットボトルは持ち歩くには
ちょっと大きすぎるかもしれません。
次回はポケットサイズのエッキーを
作るための「ミニチュアエッキー 法則」
と、ふたを開けず、もちろん中身に触
れることもなく浮き沈みが自由にでき
る「ニュー エッキー 」を紹介します。
（問い合わせ先：極域水循環モデルチー
ム 納口恭明）
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